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10月15日は愛知県豊橋市において、「豊橋市バイオ
マス資源利活用施設整備・運営事業について」をテーマ
に行政視察調査を行いました。
豊橋市バイオマス利活用センターでは、下水汚泥、し
尿や浄化槽汚泥に加え、生ごみを資源として回収し、こ
れらバイオマスを活用したメタンガス生成による発電と
炭化燃料への加工を行っておられます。この事業のメリッ
トである「温室ガスの削減効果」や「年間約6億円と試
算されている汚泥・生ごみの処理費用の削減効果」を
市民に丁寧に説明し、協力を求めてこられた結果、再
生エネルギーやごみ減量に対する市民の関心も高まり、
スムーズにこの事業が運営できているということでした。
高島市では県の下水処理施設で汚泥の肥料化にも取り
組んでいることから、市単独ではなく、広域的な視点で
県や近隣自治体と連携した取組みを研究する価値はある
ように思いました。
16日は岐阜県恵那市において、「発酵のまちづくりに
ついて」をテーマに行政視察調査を行いました。

恵那市では、「発酵の学校」という発酵食品ソムリエ
を育成する事業を継続して実施されており、このソムリ
エの方々が中心となり、学校や地域における発酵文化
の普及啓発活動、伝承活動、イベントにおける発酵文
化の魅力発信にも取り組んでおられるところです。
高島市も、恵那市など発酵をまちづくりのテーマに取

り組まれている自治体と交流することで、新たな事業展
開や地域間交流なども期待できるのではないかと感じた
ところです。両市の取り組みを参考にし、当委員会とし
て市の政策に活かしていけるよう調査・研究していきた
いと考えます。
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10月16日は岡山県真庭市において、「公立図書館の
取組みについて」をテーマに行政視察調査を行いました。
真庭市では、図書館を「知と自治の拠点」と位置づ
け、様々な図書館施策が行われています。公立図書館
と学校図書館のネットワーク化や、市民、高校生、司書、
行政職員などが対話を重ね、運営方針や新しいサービ
スを共に考える仕組みを確立されていました。図書館を
単なる読書施設ではなく、地域の学び、自治、財源多
様化を支える中核として位置づけ、市民参画を制度化し
ている点が印象的であり、本市においても図書館や市
民協働交流センターなどを核に、市民協働や若者参画
を推進することで、地域に根ざした「共創のまちづくり」
を進める余地が大きいと感じました。
17日は鳥取県南部町において、「コミュニティスクール
について」をテーマに行政視察調査を行いました。南部
町では、町内全ての学校で運用し、学校・家庭・地域
が一体となって教育を支える仕組みを整えられています。
「まち未来科」による年長から中学3年生までの10年�

カリキュラムの実践や、高校生サークル「With you 翼」
や新青年団「へんtoつくり」を立ち上げ、地域に還元す
る存在として活動されています。このように保育園から
社会人までの取り組みを循環させることで、人口動態で
は社会増に転じており、一定の成果を上げていると考え
られます。高校卒業後の若者流出の多い本市にあって
は、高校生から青年期の若者を地域社会の当事者とし
て活躍できる機会の創出など、義務教育以降の社会教
育事業の充実が重要だと感じました。
両市の取り組みを参考にし、当委員会として市の政策
に活かしていけるよう調査・研究していきたいと考えます。
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